










　以上、このたび策定した長期ビジョンの内容について説明いたしました。

　なお、長期ビジョン策定過程においては、ビジョン実現に向けて特に重点的に取り

組むことが必要と思われる戦略課題について、①教育改革（学部・大学院）、②教育改

革（併設校）、③研究改革、④学生支援改革、⑤大学入試改革、⑥社会連携・生涯学習

改革、⑦組織・運営という7つの分野ごとに抽出し、それぞれの実行施策についても探

求いたしました。その結果、「長期ビジョン実現のための改革の基本方針」として打ち

出しました。今後、その内容についてあらためて検討したうえで、その方針に基づき、

いつ、何を、どのような形で実行に移すのかを示す、具体的な行動計画へとつなげて

まいります。

　本学はこれまでも、建学の精神そして経営理念に基づき、「強い関西大学」の構築に

向け絶えざる改革を実行してきました。今後は、それらの実績を踏まえ、長期ビジョ

ンに基づき、さらなる改革を進めていく所存です。120余年の伝統を継承しつつ、新

たな時代を切り拓くフロントランナーでありたいと考えております。

　そのためには、この長期ビジョンを全構成員が理解し、共有し、ベクトルを合わせ

て力を発揮することが必要です。

　皆様方には、これまでのご協力に感謝申し上げるとともに、今後10年というスパン

で成果を上げるために、なお一層のご理解・ご協力をお願い申し上げます。
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KU Vision 2008-2017
～学校法人関西大学の長期ビジョン（将来像）～

「考動力」あふれる人材の育成拠点

ソーシャル･ネットワークの拡充
～一人ひとりとのつながりを大切に～

躍動的な「知の循環」システムの構築

教育を支える「鍛えられた研究力」

ゴーイング・コンサーンとしての学園
～足元を見つめ、未来を見据え発展する学園体制の構築～

社会を見つめ、変化に挑む。
｢考動｣する関大人が世界を拓く。
社会を見つめ、変化に挑む。

｢考動｣する関大人が世界を拓く。

めざすべき方向性

ビジョン5項目

長期ビジョンのイメージ図
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Ⅲ　新たな時代を切り拓く
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KU Vision
めざすべき方向性について

社会を見つめ、変化に挑む。
｢考動｣する関大人が世界を拓く。
社会の中の学園ということを常に意識しながら、「『考動』する=自らの頭で自主的によく考え、
自律的かつ積極的に行動する」関大人として、変革に挑み、新たな世界を切り拓くことをめざします。

５つの柱について（ビジョン５項目）
 1　躍動的な「知の循環」システムの構築
　　⇒ ・一人ひとりの「知」が互いに刺激し合い、つながることができる「知」の創発システム
 ・常に、時代のニーズにアクティブに応える柔軟な、かつ将来のニーズを見越した先見性のある教育・研究システム
 ・一貫教育の強みを活かし、幼児教育から社会人教育に至るまで、連携・循環した教育システムを構築する（縦の循環）。
 ・他大学や企業・地域社会・世界とのリンク、コラボレーション（横の循環）。

 2　「考動力」あふれる人材の育成拠点
　　⇒学園の持てる教育力を最大限発揮して、生徒や学生たちに「考動力」－自らの頭で自主的によく考え、自律的かつ積

極的に行動する力－を身につけさせ、地球規模で発生する問題を解決し社会や世界をリードする人材を輩出し、「『考
動力』あふれる人材育成拠点」となることをめざす。

 3　教育を支える「鍛えられた研究力」
　　⇒ ・「『教育』か『研究』か」といった二者択一の考え方ではなく、「よい教育を行うためには、確かな研究力が必要である」

というコンセプトを明確に打ち出す（両者の関係の明示）。
 ・研究における情報発信力・国際競争力を高め、そこで創られた成果を教育に反映させていく。

 4　ソーシャル・ネットワークの拡充　～一人ひとりとのつながりを大切に～
　　⇒ ・受験生や生徒・学生、保護者・父母、校友そして企業や地域社会など関係者間の交流プラットフォーム（基盤、環境）

を構築し、情報交換・発信 の場を提供することにより、帰属意識の向上、関大ファミリーであることの満足度向
上を図るとともに総合学園としての組織力をさらに高める。

 ・教育、研究、社会貢献、学生支援などの様々な活動分野において、ネットワークを海外へと拡げ、未来を拓き、世
界へと拓かれた学園をめざす。

 5　ゴーイング・コンサーンとしての学園　～足元を見つめ、未来を見据え発展する学園体制の構築～
　　⇒ 「大学淘汰の時代」といわれる中、本学は、ゴーイング･コンサーン（＝永続組織体、成長し続ける組織体）として、未

来に存在・発展し続ける学園であるために、ミッションに基づくビジョン、すなわち建学の精神や経営理念に基づ
いた将来構想の実現が可能であり続ける体制を構築する。

長期ビジョンについて【概略版】

KU Vision 2008-2017
～学校法人関西大学の長期ビジョン（将来像）～
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【概略および付表】

●長期ビジョンについて【概略版】
●長期ビジョン策定の考え方について　
●長期ビジョンと現行の戦略策定構造との関係の整理

関西大学通信・特別号

10



大学の方針
　①これからの社会をリードする創造性に富んだ人材を育成する。
　②21世紀の国家・社会の形成に主体的に参画する強い関大人を育成する。
中学校・高等学校の方針　知・徳・体の高度に調和した人格の育成
幼稚園の方針　生きる力を育てる－自主性、自立心、意欲、社会性－

KU Vision 2008-2017　10年後の学園将来像

長期ビジョン実現のための改革の基本方針 ※具体的な内容については、今後あらためて検討していく。

１　教育改革（学部・大学院）：大学全入時代に対応できる「私立」「総合」大学であるために－①「豊かな教養」と「高度な専門的知識・能力」を一体的に
修得できるプログラムの構築  ②「教え学びあう」ことの意義を実感できる教育の提供  ③全学の教育研究リソースの結集および有効配分による
「教育力」の向上  ④キャンパスの国際化とグローバル社会で貢献できる真の国際人の育成

２　教育改革（併設校）：
　　①幼稚園～大学間の連携を重視した特色ある教育および保育の展開－「知の循環」システムの構築
　　②今後の併設校新設のあり方：コスト意識およびマーケティング志向に基づく設置検討を行い、特色ある併設校を設置する。
　　　そして、各学校の位置づけを明確にする。
３　研究改革：情報発信力に満ちた研究を力強く推進し，国際的な競争の中で鍛えられた研究力を教育に反映させる。
４　学生支援改革：学生支援の核となるキャリア教育および一人ひとりを見つめるサポート体制の更なる充実
５　大学入試改革：多様化する受験生に対応し得る入試広報および入学試験制度を確立するとともに、初等・中等教育との連携を考慮した、教育改革
と連動した入試改革を行う。

６　社会連携・生涯学習改革：拡大する大学の役割を社会や地域の中に埋め込み、「知」を循環させながら共生を図る。
７　組織・運営基盤の構築：上記「教学上の改革」を支えるもの。財政基盤の確立を最優先事項とし、ビジョンを実現し続ける学園としての経営体制を
築く。　 

長期ビジョン策定の
考え方について

社会を見つめ、変化に挑む。「考動」する関大人が世界を拓く。

「考動力」あふれる人材の育成拠点

ソーシャル･ネットワークの拡充
～一人ひとりとのつながりを大切に～

躍動的な「知の循環」システムの構築

教育を支える「鍛えられた研究力」

ゴーイング・コンサーンとしての学園
～足元を見つめ、未来を見据え発展する学園体制の構築～

となるために…

これらビジョンの具現化に向けて…

学園の
ミッション
（使命、理念）

建学の精神：「正義を権力より護れ」
学　　　是：「学の実化 (じつげ )」…①学理と実際との調和 ②国際的精神の涵養
 ③外国語学習の必要 ④体育の奨励
経　営　理　念：3つの使命：「教育」「研究」「社会貢献」　
　スローガン：｢『知』の世紀をリードし、新しい「公共」を創造する力漲る21世紀型総合学園｣　｢強い関西大学｣

みなぎ

「知」の世紀をリードし、新しい「公共」を創造する
力漲る21世紀型総合学園

みなぎ

となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…となるために…

これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…これらビジョンの具現化に向けて…

長期ビジョン策定後は、それに基づき現行の戦略および計画を以下のように見直すことが必要となる。

現　　行

基本方針

長期ビジョンと
現行の戦略策定構造との関係の整理

ミッション
（使命、理念）

ビジョン

戦　　略

計　　画

管　　理

業　　務

【経営事項】
　・USR（大学の社会的責任）マネジメント体制の構築
　・経営ガバナンスの確立
　・コンプライアンス体制の確立
　・大学の危機管理体制の整備
　・環境問題への取り組みの推進
　・全学体制樹立への学内構成員の意識改革
　・ステークホルダーに対する説明責任と情報の開示
　・財政基盤の確立　等

【教学事項】
　・教学ガバナンスの確立
　・教学組織の改革
　・教員組織の改革
　・改組・改編など既存学部・研究科の改革推進　等

行動計画

短期1年・中期4年

長期ビジョン策定後

長期ビジョン実現のための 改革の基本方針

1　教育改革（学部・大学院）

2　教育改革（併設校）

3　研究改革

4　学生支援改革

5　大学入試改革

6　社会連携・生涯学習改革
＋

上記「教学上の改革」を支える
組織・運営基盤の構築

行動計画

短期1年・中期4年
長期計画

戦　略

計　画

戦　略

計　画
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